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＜連絡事項＞
· 栄養管理より～9/4午前中に青春が食器洗浄器の修理に入り、修理完了により、9/4昼　

食より使用可能となっています。

・今年度の医療福祉学会を以下の通り開催したいと思います。
平成22年2月27日（土）　9：00～17：00
特別講演や詳しいタイムスケジュールなどに関しては、教育委員会で話し合った後、掲示いたします。
抄録に関しましては、締め切りを12月31日（木）17時を予定しております。
・　9/7　巡視結果について～9/7西病棟巡視が行われました。全体的に整理・整頓はできており環境整備は実施できていると評価ありました。

指摘事項として①西Ａ　TVルームのソファーカバー10枚→庶務室で朱夏に確認

　　　　　　　②西Ａ・西Ｂスタッフオフィスのパソコン→伝票は提出済み。

　　　　　　　③西Ａ・西Ｂスタッフオフィス冷蔵庫の霜取り→病棟で実施する。

　　　　　　　④西Ａ　スタッフオフィスのシンクをもう少しきれいに磨く

　　　　　　　⑤西Ａ　特室　45号室　洗面台の電気切れ

　　　　　　　　（ホールランプ100W直径95cm）→庶務で発注予定。

　　　　　　　　　　　トイレの電気切れ（60W電球）→病棟で発注予定

　　　　　　　⑥西Ａ　44号室ドアの側面の剥がれ→庶務で修理依頼予定

　　　　　　　⑦西Ａ　47号室の机の側面の剥がれ（30cm位）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→庶務で修理依頼予定

　　　　　　　⑧西Ａ　マットのクリーニング

　　　　　　　⑨西B　28号室　八森正様　カーペット8枚の汚れ→庶務で発注予定

　　　　　　　　　　　　　　　新井圭次様　チェスとの下の新聞紙を取る

　　　　　　　⑩西B　27号室　沢田三朗様　　カーペット3枚の汚れ

　　　　　　　　　　 29号室　清水進様　　  カーペット1枚の汚れ　　病棟で清掃

　　　　　　　　　　30号室　古川　富蔵様　カーペット2枚の汚れ

　　　　　　　⑪西B　31号室電灯が切れている→病棟で発注予定

　　　　　　　⑫西B　ホールカウンターテーブルのぐらつきあり→伝票提出済み。

　　　　　　　⑬西Bスタッフオフィスの椅子の背もたれの革が剥げている

　　　　　　　　→庶務で発注予定

　　　　　　　⑭西B壁のクロスの間が剥がれている→病棟・庶務で木工用ボンドで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貼る。

＜患者様連絡事項＞
・田端　テル様～不眠訴えあり、本日就床前薬よりロンフルマン(0.25)1T　1×vds/6T臨時処方となっています。
・澤口　直美様～左側頭部に3cm×2cmの円形脱毛あり、主治医へ情報提供しています。主治医より、診察の時に見るので、それまで経過観察する様指示受けています。

・中里　善恵様～内観の用紙は本人提出後、心理→主治医の順に提出しますので徹底していきましょう。
・出河　攻様～明日の主治医診察時秋祭りの食べ物購入、摂取について確認をお願い致します。
・大橋　照子様～本日、姉様の面会あり今後も定期的な面会の協力を依頼しています。姉様より今後は1ヶ月に1回は面会し今後、外出時は姉様も付き添うがスタッフ付き添いを希望しています。

・舘　ひろ子様～明日18：30～スタッフ付き添いでAA参加予定です。夕食は早めに摂取していただくようにして下さい。

＜入院患者様情報＞

梅木　奏利様（ウメキ　カナト）　18歳

病名：薬物・アルコール乱用

病棟：西Ａユニット

入院形態：任意入院

主治医：Ｄｒ川端

担当スタッフ：上野NS・池田CW

（入院に至る経過）
山形さくら病院からの診療情報提供書持参し、本日初診。

高1年の頃から周囲の人の話し声や笑い声が気になっていた。Ｈ21年4月山形大学医学

部に入学。5月頃から周囲の目が気になり、疎外感や他者とかかわりたくなく、大学にもいけなくなる。同じ頃から、昼夜逆転傾向になり、インターネットでベンゾジアゼピン系薬物を購入して睡眠薬として使っていた。Ｈ21.6.12抑うつ気分、集中力の低下、希死念慮を主訴に山形さくら病院を受診し、投薬を受けている。

6.20.留年するかもしれないと悩み、過量服薬の上、フロンガスを吸おうとしたが、ガスを吸う前に意識がなくなった事あり。その後も、インターネットで購入したレキソタン、ロピプノール、マイスリー、デパスをウイスキーで飲むようになる。

9月3日4時頃からロピプノール（2）5～10Ｔレキソタン、デパス等とウイスキーと一緒に飲み、大学の近所のカメラ店に入り、「３万円下さい。僕は強盗です」と言い、店員が警察を呼んだので逃げた。のちに、警察に職務質問され逮捕されるといったエピソードあり。９月４日に実家のある三沢に戻り、入院治療を希望し当院初診。生活リズムの調整、症状の改善、薬物調整目的にて、西Ａユニットに任意入院となる。入院期間は１ヶ月～２ヶ月の予定と説明を受け、同意している。

(入院後の経過)

14:30西Aユニット47号室へ入院。周囲を気にする様子や不安げな様子無く、スタッフ対応も落ち着いている。持ち物確認、ボディーチェック拒否無く応じられておりスタッフへ「よろしくお願いします」と丁寧に挨拶されている。病棟環境に慣れて頂く為にも、落ち着いて治療に専念出来る

(注意事項)

内服薬の処方無し。自参の点眼薬ありスタッフオフィス管理で本人希望時に使用の許可主治医よりあり。また、アイポッドも同様の管理での許可出ています。洗面道具は本人管理可。入院期間は1～2ヶ月程度

（PSWより）

主治医よりアルコール乱用・薬物乱用の診断がなされ、1～3ヶ月程の期間を目安に入院治療を行っていくことを説明している。また、注察妄想様の発言など、統合失調症の前駆症状とも考えられることを伝えている。現在のところ、統合失調症の病的な水準を満たしていない。今後、経過観察し、家族とも密に連絡を取り合っていく。

また、任意での入院となるが、病状や言動により行動の制限や入院形態の変更がなされる可能性があることも説明している。

＊睡眠薬とアルコールを併用し、強盗未遂容疑で警察に逮捕された件に対する山形大学の処分は決定されていない。今後、親権者(父母)・本人と大学側の面談が行われ(日程は未定)、その後に決定される予定となっている。

→大学側から何か通達があった際などの言動には特に注意を払う必要がある。

→大学側は、睡眠薬とアルコールの併用を持続していたことは把握していない。

当院退院後、山形市へ戻るか実家で療養するか現時点では本人の希望はない。

保護者　：梅木　新一様(父）・梅木　順子様（母）　＊親権者

　　　　　＊自宅では、両親が婦人服店を経営している。

　　　　　＊父からは「今まで甘やかしすぎたかな」などと育児に対する自責的な発言が聞かれていた。

＜転入患者様情報＞
間木　静子(マギ　シズコ)様　(51)

主病名：うつ病(F32)

合併症：なし

当院入院回数：初回

入院形態：任意入院

主治医：川端Dr

担当SW：山田

保護者：夫

西A4　44号室

担当スタッフ：白川NS・三和CW

(入院に至る経過)

S60年(27歳)に家族間での対人関係に悩むようになり、同時期より耳鳴りが出現。H4年4月より、抑うつ気分･不安感などの症状が出現。H5年5月初旬頃より頭痛･耳鳴り･起床困難などが出現した為、同月24日当院を初診。以後、当院への通院を継続。その後、症状は徐々に軽快され、H5年8月に通院中断。H19年9月、義母が脳梗塞にて入院。義母の面会･介護を行うことがｽﾄﾚｽとなり、同年10月、不眠･不安感･動悸･食欲不振などが出現し、黒田内科胃腸科医院を初診。以後、同院への通院を継続。H21年8月中旬より、症状が増悪。家事も全く手に付かなくなる。同年8月17日、自分の首に紐を巻いて閉めようとすることがあり、同日、黒田内科胃腸科医院を受診。同院より当院での入院治療を勧められ、翌18日、当院を受診し、同日入院となる
(入院後の経過)

入院後、自室にて過ごす事多く、家族を気にし落ち着かない様子見られていた。また、不安感から過呼吸状態となり、袋を当て対応していた。不安や不調の訴え続いているが

徐々にホールへ出る様子見られている。

(注意事項)

本人様の訴えに傾聴し、希死的発言や危険行為に注意していきましょう。

＜皮膚科診察情報＞

　清水　進様　　　　タベジール　2T　2×朝・夕　7日分

木村　忠史様　　

八森　正様～　　タベジール　3T　3×ndE　7日分

石切　久様～　　ネオファーゲンC　3T　3×ndE　7日分

春本　司郎様～　タベジール　2T　2×朝・夕　7日分

ネオファーゲンC　6T　3×ndE　7日分　
出河　攻様～皮膚の掻痒感の訴え継続してある為、タベジール ２Ｔ ２×/朝・夕で3日分処方。主治医より9/5に7日分処方して頂き野沢Drより継続服用の指示あり次回皮膚科までの不足分（3日分）臨時処方となっています。今後、重複して処方しないように次回は皮膚科診察で野沢Drに処方して頂いて下さい。引き続き皮膚状態の観察行い長期で服用しないようにしていきましょう。
＜SSTについて＞
· 土曜日SSTをまとめて4グループ行い、日曜日、日常生活支援を行う事なりました。
